
昭和 100 年記念昭和 100 年記念
第８回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー第８回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー



6677 月刊「武道」　2026．4月刊「武道」　2026．4 2026．4　月刊「武道」2026．4　月刊「武道」

第 48回全国高等学校柔道選手権大会第 48回全国高等学校柔道選手権大会
高校生たちが熱戦繰り広げる高校生たちが熱戦繰り広げる

注目ニュース

　

第

　

第
4848
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
柔
道
連

権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
柔
道
連

盟
）
が
３
月

盟
）
が
３
月
2727
・・
2828
日
、
日
本
武
道

日
、
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
。

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
１
日
目
に
個
人
戦
、
２
日

　

大
会
は
１
日
目
に
個
人
戦
、
２
日

目
に
団
体
戦
が
行
わ
れ
、
高
校
生
た

目
に
団
体
戦
が
行
わ
れ
、
高
校
生
た

ち
の
王
座
を
か
け
た
戦
い
が
２
日
間

ち
の
王
座
を
か
け
た
戦
い
が
２
日
間

に
わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

に
わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

※
詳
細
は
、
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（

※
詳
細
は
、
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（
9090

ペ
ー
ジ
～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２日目（28日）に行われた団体戦の様子２日目（28日）に行われた団体戦の様子
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

　

昭
和
100
年
記
念
第
８
回
外
国
人
留
学

生
等
対
象
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー

（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
後
援
＝
ス
ポ

ー
ツ
庁
、
外
務
省
、
勝
浦
市
、
日
本
武

道
協
議
会
、
協
力
＝
国
際
武
道
大
学
）

が
３
月
６
日
か
ら
８
日
の
３
日
間
、
千

葉
県
勝
浦
市
の
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
我
が
国
へ
留
学
中

の
外
国
人
留
学
生
お
よ
び
在
日
大
使
館

な
ど
に
勤
務
す
る
外
国
人
を
対
象
に
、

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道
の
歴

史
・
理
論
・
技
術
に
つ
い
て
の
講
義
と

実
技
、
ま
た
、
現
代
武
道
９
種
目
の
体

験
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
武
道
の
国
際
的

理
解
と
発
展
に
資
す
る
と
と
も
に
、
武

道
を
通
じ
て
国
際
友
好
親
善
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

中
心
に
24
の
国
と
地
域
か
ら
59
名
の
参

加
が
あ
り
、
参
加
者
は
本
セ
ミ
ナ
ー
を

通
し
て
武
道
の
奥
深
さ
を
堪
能
し
た
。

　

初
日
の
開
講
式
で
は
、
主
催
者
と
し
て

片
岡
正
徳
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務

局
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
次
に
講
師
・
通

訳
者
な
ど
の
紹
介
を
挟
み
、
講
師
が
模
範

演
武
を
披
露
し
た
。
参
加
者
は
真
剣
な
眼ま
な

　　昭和100年記念　　昭和100年記念
　　第８回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー第８回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

外
国
人
留
学
生
ら
が

外
国
人
留
学
生
ら
が

　

武
道
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

武
道
へ
の
理
解
を
深
め
る
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参加者が相撲の塵手水（ちりちょうず）を体験参加者が相撲の塵手水（ちりちょうず）を体験

　　昭和100年記念　　昭和100年記念
　　第８回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー第８回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

差ざ

し
で
演
武
者
の
息
遣
い
、
所
作
に
わ
た

る
ま
で
丁
寧
に
見
て
お
り
、
武
道
へ
の
興

味
の
高
さ
が
垣
間
見
え
た
。
そ
の
後
、
各

班
に
分
か
れ
て
体
験
武
道
に
移
っ
た
。

　

２
日
目
に
は
、
平
井
正し
ょ
う

修し
ゅ
う

特
別
講
師

（
全
生
庵
住
職
）
に
よ
る
「
武
道
と
禅
」

の
講
義
と
座
禅
の
実
技
が
行
わ
れ
た
。
１

日
目
に
引
き
続
き
、
体
験
武
道
も
行
わ

れ
、
全
９
種
目
の
体
験
が
終
了
し
た
。

　

３
日
目
は
、
代
表
者
に
よ
る
参
加
者
意

見
発
表
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
意
見
交
換

会
も
行
わ
れ
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
参
加

者
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
植
原
吉き
ち

朗お

特
別
講
師
（
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
）

に
よ
る
「
武
道
の
教
え
は
『
争
わ
な
い
』

こ
と
」
の
講
義
が
開
か
れ
た
。

　

閉
講
式
に
移
り
、
端
春
彦
日
本
武
道
館

振
興
部
副
参
事
兼
振
興
課
長
か
ら
参
加
者

代
表
の
ル
ー
シ
ー
・
ア
ト
キ
ン
ス
さ
ん（
イ

ギ
リ
ス
）
に
参
加
証
が
手
渡
さ
れ
た
。
最

後
に
篠
嵜
浩
之
同
振
興
部
長
が
主
催
者
挨

拶
を
行
い
、
全
日
程
が
終
了
し
た
。

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

講
師
模
範
演
武

弓道弓道少林寺拳法少林寺拳法

なぎなたなぎなた 空手道空手道
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【
実
技
講
師
】

柔　

道
＝
坂
本
道
人
（
六
段
）、

　
　
　
　

越
野
忠
則
（
七
段
）

剣　

道
＝
井
島
章
（
範
士
八
段
）、

　
　
　
　

丸
橋
利
夫
（
教
士
八
段
）

弓　

道
＝
鈴
木
克
己
（
教
士
八
段
）、

　
　
　
　

成
田
寿
一
（
教
士
七
段
）

相　

撲
＝
伊
東
良
（
五
段
）、

　
　
　
　

渡
邉
俊
介
（
初
段
）

空
手
道
＝
渡
邉
純
一
（
教
士
七
段
）、

　
　
　
　

峯
真
太
郎
（
教
士
七
段
）

合
気
道
＝
入
江
嘉
信
（
七
段
）、

　
　
　
　

日
野
皓
正
（
六
段
）

少
林
寺
拳
法
＝
高
坂
正
治
（
准
範
士
七
段
）、

　
　
　
　

加
藤
明
（
准
範
士
六
段
）

な
ぎ
な
た
＝
髙
橋
登
子
（
教
士
）、

　
　
　
　

松
井
亮
子
（
教
士
）

銃
剣
道
＝
浦
部
聖
二
（
教
士
八
段
）、

　
　
　
　

千
葉
隆
（
教
士
七
段
）

【
実
技
助
手
】

相　

撲
＝
橘
龍
生

合
気
道
＝��

セ
シ
ナ
ス　

ア
レ
ク
シ
、

　
　
　
　

野
中
力
樹
、
岡
本
大
生
、

　
　
　
　

伊
藤
ソ
フ
ィ
ア
ン
大
貴
、

　
　
　
　

堤
翔
馬
、
村
上
普
乃
介

銃
剣
道
＝�

長
谷
川
英
昭
、
宍
浦
功
二
、

　
　
　
　

山
口
あ
や
子
、
清
水
和
香

銃剣道銃剣道合気道合気道

剣道剣道柔道柔道

相撲相撲模範演武に見入る参加者模範演武に見入る参加者
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講
義
⑴
「
武
道
と
禅
」

平井正修特別講師平井正修特別講師
（全生庵住職）（全生庵住職）講義の様子講義の様子

座禅体験で警策を受ける参加者座禅体験で警策を受ける参加者

質
疑
応
答

Ｑ
１
．�

ど
の
く
ら
い
の
時
間
、
座
禅
を
さ
れ

ま
す
か
。

Ａ
１
．�

修
行
道
場
に
い
る
時
は
、
４
、５
時
間

座
禅
を
し
ま
す
。
30
分
か
ら
40
分
を

一
区
切
り
に
繰
り
返
し
ま
す
。

Ｑ
２
．�

座
禅
を
す
る
と
途
中
で
足
の
血
が
止

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

Ａ
２
．�

座
禅
に
慣
れ
る
体
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

は
じ
め
に
全
生
庵
の
紹
介
を
行
い
、「
武

　

は
じ
め
に
全
生
庵
の
紹
介
を
行
い
、「
武

道
と
禅
」
の
講
義
に
移
っ
た
。

道
と
禅
」
の
講
義
に
移
っ
た
。

　

平
井
特
別
講
師
は
禅
に
つ
い
て
、「
禅

　

平
井
特
別
講
師
は
禅
に
つ
い
て
、「
禅

は
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
』
と
い
う
言
葉
で
世
界
中
で

は
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
』
と
い
う
言
葉
で
世
界
中
で

通
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

通
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解
さ
れ

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解
さ
れ

て
い
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
禅

て
い
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
禅

は
、
仏
教
の
一
宗
派
で
、
古
代
イ
ン
ド
に

は
、
仏
教
の
一
宗
派
で
、
古
代
イ
ン
ド
に

発
生
し
て
中
国
に
至
り
、
中
国
か
ら
日
本

発
生
し
て
中
国
に
至
り
、
中
国
か
ら
日
本

に
伝
わ
り
、
日
本
の
気
候
風
土
、
日
本
人

に
伝
わ
り
、
日
本
の
気
候
風
土
、
日
本
人

の
精
神
性
や
美
意
識
と
混
ぜ
合
わ
さ
っ

の
精
神
性
や
美
意
識
と
混
ぜ
合
わ
さ
っ

て
、
武
道
は
言
う
に
及
ば
ず
、
茶
道
や
華

て
、
武
道
は
言
う
に
及
ば
ず
、
茶
道
や
華

道
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
伝
統
的
な
日
本
文

道
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
伝
統
的
な
日
本
文

化
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ

化
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ

も
そ
も
座
禅
と
は
、
静
か
に
座
っ
て
、
自

も
そ
も
座
禅
と
は
、
静
か
に
座
っ
て
、
自

分
で
自
分
の
心
を
落
ち
着
か
せ
る
、
と
い

分
で
自
分
の
心
を
落
ち
着
か
せ
る
、
と
い

う
極
め
て
精
神
的
な
自
己
訓
練
の
方
法
で

う
極
め
て
精
神
的
な
自
己
訓
練
の
方
法
で

す
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い

す
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い

て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
心
に
つ
い

て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
心
に
つ
い

て
し
ま
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
、
他
人
に

て
し
ま
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
、
他
人
に

対
す
る
好
き
、
嫌
い
、
嫉
妬
、
物
や
地

対
す
る
好
き
、
嫌
い
、
嫉
妬
、
物
や
地

位
、
権
力
に
対
す
る
執
着
と
い
っ
た
思
い

位
、
権
力
に
対
す
る
執
着
と
い
っ
た
思
い

を
す
べ
て
捨
て
去
り
、
人
間
本
来
の
裸
の

を
す
べ
て
捨
て
去
り
、
人
間
本
来
の
裸
の

心
、
究
極
の
シ
ン
プ
ル
な
心
に
返
る
こ
と

心
、
究
極
の
シ
ン
プ
ル
な
心
に
返
る
こ
と

で
す
」
と
説
い
た
。

で
す
」
と
説
い
た
。

　

さ
ら
に
、「
武
道
を
含
め
た
日
本
文
化

　

さ
ら
に
、「
武
道
を
含
め
た
日
本
文
化

全
体
を
木
に
例
え
る
な
ら
、
禅
は
木
の
根

全
体
を
木
に
例
え
る
な
ら
、
禅
は
木
の
根

っ
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
外
か
ら
見
る

っ
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
外
か
ら
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
す
べ
て
を

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
す
べ
て
を

支
え
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
言
葉
に

支
え
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
言
葉
に

も
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
剣
道
、
柔
道
、
華

も
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
剣
道
、
柔
道
、
華

道
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
こ
の

道
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
こ
の
道道ど
う
ど
う

と
い
う

と
い
う

言
葉
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
心
で
大
切
な
と

言
葉
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
心
で
大
切
な
と

こ
ろ
で
す
。
昔
か
ら
、『
禅
と
は
心
の
名

こ
ろ
で
す
。
昔
か
ら
、『
禅
と
は
心
の
名

な
り
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
」
と
、

な
り
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
」
と
、

禅
は
日
本
人
と
っ
て
精
神
的
な
土
台
で
あ

禅
は
日
本
人
と
っ
て
精
神
的
な
土
台
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
。

る
こ
と
を
伝
え
た
。

●
座
禅
体
験

●
座
禅
体
験

　

参
加
者
は
、
平
井
特
別
講
師
の
指
導
の

　

参
加
者
は
、
平
井
特
別
講
師
の
指
導
の

も
と
、

も
と
、
警警
き
ょ
う

き
ょ
う

策策さ
く
さ
く

の
受
け
方
、
座
禅
の
座
り
方

の
受
け
方
、
座
禅
の
座
り
方

（（
結結け
っ
け
っ

跏跏かか

趺趺ふふ

坐坐ざざ

・
半
跏
趺
坐
）、
心
の
整
え
方

・
半
跏
趺
坐
）、
心
の
整
え
方

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
実
際

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
実
際

に
座
禅
体
験
を

に
座
禅
体
験
を
1010
分
間
行
っ
た
。

分
間
行
っ
た
。
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講
義
⑵「
武
道
の
教
え
は『
争
わ
な
い
』こ
と
」

植原吉朗特別講師植原吉朗特別講師
（國學院大學名誉教授）（國學院大學名誉教授）講義に熱心に耳を傾ける参加者講義に熱心に耳を傾ける参加者

スライドを使って講義を行ったスライドを使って講義を行った

●
講
義
の
概
要

●
講
義
の
概
要

・「
武
」
の
意
味
と
精
神
性

・「
武
」
の
意
味
と
精
神
性

「
武
」と
い
う
漢
字
は
、「

「
武
」と
い
う
漢
字
は
、「
戈戈ほ
こ
ほ
こ

を
止
め
る
」、

を
止
め
る
」、

す
な
わ
ち
「
武
器
を
使
わ
な
い
、
争
わ
な

す
な
わ
ち
「
武
器
を
使
わ
な
い
、
争
わ
な

い
」
を
意
味
す
る
と
い
う
解
釈
が
あ
り

い
」
を
意
味
す
る
と
い
う
解
釈
が
あ
り

ま
す
。
時
代
を
経
て
次
第
に
無
意
味
な
殺

ま
す
。
時
代
を
経
て
次
第
に
無
意
味
な
殺

傷
か
ら
離
れ
、
鍛
錬
の
過
程
で
精
神
も
鍛

傷
か
ら
離
れ
、
鍛
錬
の
過
程
で
精
神
も
鍛

え
ま
た
先
人
の

え
ま
た
先
人
の
智智ちち

を
学
ぶ
こ
と
が
、
そ
の

を
学
ぶ
こ
と
が
、
そ
の

時
代
を
生
き
る
武
士
の
要
件
と
な
り
ま
し

時
代
を
生
き
る
武
士
の
要
件
と
な
り
ま
し

た
。
た
。

・
闘
争
の
技
術
か
ら
「
道
」
へ
の
変
遷

・
闘
争
の
技
術
か
ら
「
道
」
へ
の
変
遷

「
武
道
」
の
原
初
は
人
殺
し
の
テ
ク
ニ
ッ

「
武
道
」
の
原
初
は
人
殺
し
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
で
す
が
、
平
和
な
時
代
と
な
っ
て
か
ら

ク
で
す
が
、
平
和
な
時
代
と
な
っ
て
か
ら

は
、
武
士
は
そ
の
技
を
磨
く
た
め
の
鍛
錬

は
、
武
士
は
そ
の
技
を
磨
く
た
め
の
鍛
錬

を
通
し
て
人
格
の

を
通
し
て
人
格
の
陶陶と
う
と
う

冶冶やや

を
目
指
す
「
道

を
目
指
す
「
道

（
人
と
し
て
の
生
き
方
）」
を
重
ん
じ
る
よ

（
人
と
し
て
の
生
き
方
）」
を
重
ん
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。「
武
」
の
意
味
は
、
む

う
に
な
り
ま
す
。「
武
」
の
意
味
は
、
む

し
ろ
争
わ
ず
に
自
身
の
能
力
・
強
み
を
よ

し
ろ
争
わ
ず
に
自
身
の
能
力
・
強
み
を
よ

り
よ
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
、

り
よ
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
、

解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
柔
道
」
を
創
始
し
た
嘉
納
治
五
郎

は
、「
柔
道
」
を
創
始
し
た
嘉
納
治
五
郎

が
唱
え
た
「
精
力
善
用
、
自
他
共
栄
」
の

が
唱
え
た
「
精
力
善
用
、
自
他
共
栄
」
の

教
え
に

教
え
に
繋繋つ
な
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

が
っ
て
い
き
ま
す
。

・
人
の
本
当
の
強
さ
と
は

・
人
の
本
当
の
強
さ
と
は

　

武
道
で
求
め
ら
れ
る
「
強
さ
」
と
は
、

　

武
道
で
求
め
ら
れ
る
「
強
さ
」
と
は
、

争
わ
な
い
、
争
い
を
避
け
る
、
争
う
こ
と

争
わ
な
い
、
争
い
を
避
け
る
、
争
う
こ
と

を
必
要
と
し
な
い
「
平
常
心
」
で
は
な
い

を
必
要
と
し
な
い
「
平
常
心
」
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

か
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
の
意
味
で
心
と
身
体
が
強
く
な
れ

　

本
当
の
意
味
で
心
と
身
体
が
強
く
な
れ

ば
、
も
は
や
誰
と
も
争
う
必
要
が
な
い
の

ば
、
も
は
や
誰
と
も
争
う
必
要
が
な
い
の

で
す
。
強
い
か
ら
こ
そ
む
し
ろ
他
者
に
優

で
す
。
強
い
か
ら
こ
そ
む
し
ろ
他
者
に
優

し
く
な
れ
る
、
し
た
が
っ
て
本
当
に
強
い

し
く
な
れ
る
、
し
た
が
っ
て
本
当
に
強
い

人
は
、
優
し
い
人
で
あ
る
は
ず
で
す
。

人
は
、
優
し
い
人
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

武
道
に
お
け
る
「
稽
古
」
は
、
互
い
に

　

武
道
に
お
け
る
「
稽
古
」
は
、
互
い
に

尊
重
し
共
に
協
力
し
高
め
合
う
関
係
を
構

尊
重
し
共
に
協
力
し
高
め
合
う
関
係
を
構

築
し
て
く
れ
ま
す
。

築
し
て
く
れ
ま
す
。

・
師
弟
同
行

・
師
弟
同
行

「
打
っ
て
反
省
、
打
た
れ
て
感
謝
」「
勝

「
打
っ
て
反
省
、
打
た
れ
て
感
謝
」「
勝

ち
に
不
思
議
の
勝
ち
あ
り
、
負
け
に
不
思

ち
に
不
思
議
の
勝
ち
あ
り
、
負
け
に
不
思

議
の
負
け
な
し
」
と
剣
道
で
は
言
わ
れ
ま

議
の
負
け
な
し
」
と
剣
道
で
は
言
わ
れ
ま

す
。
す
。

　

剣
道
で
は
、
稽
古
で
相
手
を
打
つ
こ
と

　

剣
道
で
は
、
稽
古
で
相
手
を
打
つ
こ
と

も
打
た
れ
る
こ
と
も
、
自
身
の
成
長
を
促

も
打
た
れ
る
こ
と
も
、
自
身
の
成
長
を
促

し
て
く
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
生
徒
だ

し
て
く
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
生
徒
だ

け
で
な
く
、
打
た
せ
て
生
徒
を
導
く
指
導

け
で
な
く
、
打
た
せ
て
生
徒
を
導
く
指
導

者
も
稽
古
を
通
し
て
共
に
成
長
す
る
こ
と

者
も
稽
古
を
通
し
て
共
に
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。

　　　

武
道
の
精
神
性
を
理
解
す
る
外
国
人
も

　

武
道
の
精
神
性
を
理
解
す
る
外
国
人
も

増
え
、
現
代
で
は
国
境
を
越
え
て
共
に
稽

増
え
、
現
代
で
は
国
境
を
越
え
て
共
に
稽

古
に
励
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
武

古
に
励
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
武

道
で
導
か
れ
磨
か
れ
る
「
争
わ
な
い
こ

道
で
導
か
れ
磨
か
れ
る
「
争
わ
な
い
こ

と
」
を
備
え
た
人
間
性
は
、
世
界
を
平
和

と
」
を
備
え
た
人
間
性
は
、
世
界
を
平
和

に
す
る
礎
に
も
な
り
う
る
可
能
性
を
も
秘

に
す
る
礎
に
も
な
り
う
る
可
能
性
を
も
秘

め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え

め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
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体
験
武
道
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参
加
者
の
声

・�

豊
か
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

武
道
を
楽
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
ス
ペ
イ
ン
・
男
性
）

・�

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
経
験
し
て
お
り
、
弓
道
が

一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
的
に
矢
が
中あ

た

っ

て
嬉う

れ

し
か
っ
た
で
す
。（
台
湾
・
男
性
）

・�

柔
道
を
体
験
し
て
、
自
分
の
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
技
を

掛
け
た
時
に
、
相
手
の
安
全
を
思
い
や
る

こ
と
も
興
味
深
い
で
す
。（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

男
性
）

・�

昔
、
松
濤
館
の
空
手
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
昔
に
戻
っ
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
男

性
）

・�

合
気
道
の
動
き
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

体
が
温
ま
り
ま
し
た
。（
モ
ン
ゴ
ル
・
女
性
）

・�

相
撲
の
動
き
に
意
味
が
あ
る
こ
と
や
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
中
国
・
女
性
）
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

参
加
者
意
見
発
表

閉講式で代表者に参加証が手渡された閉講式で代表者に参加証が手渡された
初日には懇親会が開かれ初日には懇親会が開かれ

鈴木克己講師（弓道）が乾杯の発声を行った鈴木克己講師（弓道）が乾杯の発声を行った

講師、参加者で記念撮影講師、参加者で記念撮影

●
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
さ
ん

（
イ
ギ
リ
ス
）

 

「
私
の
出
身
地
に
は
、
ト
ヨ
タ
な
ど
の
日

系
企
業
が
あ
り
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
日
本

の
文
化
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
日
系
企

業
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も
の
時
に
日
本
の

方
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
人
の
友
達
が
武
道
な
ど
の
日
本
文
化

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
日
本
で
仕

事
を
す
る
こ
と
を
夢
見
て
き
ま
し
た
。
私

に
は
外
交
官
と
し
て
、
両
国
関
係
に
対
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
武

道
な
ど
の
日
本
の
尊
い
文
化
を
学
ぶ
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

の
お
か
げ
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
武
道
の
技
術
だ
け
で
な

く
、
精
神
や
規
律
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

●
イ
ル
ハ
ミ
ラ
・
ビ
ン
チ
ィ
カ
ム
シ
ム
さ
ん

（
マ
レ
ー
シ
ア
）

 

「
マ
レ
ー
シ
ア
に
も
武
術
が
あ
り
虎
な
ど

の
動
き
を
真ま

似ね

し
た
も
の
で
す
。
私
は
マ

レ
ー
シ
ア
で
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
や
っ
て
い

た
の
で
、弓
道
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
」

●
サ
ロ
メ
・
オ
ソ
リ
オ
さ
ん（

コ
ス
タ
リ
カ
）

 「
子
ど
も
の
頃
の
夢
で
、日
本
に
来
た
ら
、

弓
道
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
夢
が
叶か
な

い
ま
し
た
」
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ニュース　全国高等学校柔道選手権大会

崇徳　が悲願の初優勝崇徳　が悲願の初優勝

男子団体決勝・中堅戦＝崇徳・川口（左）が塗木の背負投を返して有効を取る男子団体決勝・中堅戦＝崇徳・川口（左）が塗木の背負投を返して有効を取る

第 48回全国高等学校柔道選手権大会

　

第
48
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
（
主
催
＝
全
日
本
柔
道
連
盟
）
が
３
月

27
・
28
日
、日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

男
子
団
体
で
は
、
崇
徳
（
広
島
）
が
大

牟
田
（
福
岡
）
を
決
勝
で
下
し
、
大
会
初

優
勝
に
輝
い
た
。
女
子
団
体
で
は
、
比
叡

山
（
滋
賀
）
が
富
士
学
苑
（
山
梨
）
と
の

決
勝
を
制
し
、
２
年
ぶ
り
の
王
座
奪
還
を

果
た
し
た
。

　

男
子
個
人
73
㎏
級
で
は
、
１
年
生
の
藤

中
元
気
（
大
阪
・
上
宮
）
が
初
出
場
で
優

勝
を
果
た
し
た
。
女
子
個
人
無
差
別
級
で

は
前
回
大
会
３
位
の
林
桃
（
滋
賀
・
比
叡

山
）
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

♢

◯
男
子

■
決
勝

崇
徳（
広
島
）　

２
―
０　

大
牟
田（
福
岡
）

阿
部
桜
大　
　

引　

分　
　

河
原
悠
斗

奥
田
耕
平　
　

引　

分　
　

矢
野
道
太
朗

川
口
陽
生　

有　

効　
　

塗
木
達
人

米
澤
直
良　
　

引　

分　
　

塩
山
晴
生

小
田
将
之
介　

◯
合　

技　
　

茂
木
明
輝

　

初
優
勝
を
目
指
す
崇
徳
と
前
回
大
会
３

位
の
大
牟
田
の
顔
合
わ
せ
。

男子男子
団体団体

◆
団
体
戦
（
28
日
）

（
広
島
）

（
広
島
）
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先
鋒
・
次
鋒
戦
を
と
も
に
引
分
で
終
え

て
む
か
え
た
中
堅
戦
。
崇
徳
・
川
口
と
大

牟
田
・
塗
木
の
一
戦
は
、
試
合
開
始
１
分

10
秒
に
、
塗
木
が
背
負
投
を
仕
掛
け
た
と

こ
ろ
を
川
口
が
返
し
、
有
効
を
先
取
す

る
。
追
い
つ
き
た
い
塗
木
は
、
内
股
な
ど

を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
も
、
決
定
打

に
欠
き
試
合
は
終
了
。
川
口
が
崇
徳
に
貴

重
な
一
勝
を
も
た
ら
し
た
。
続
く
副
将
戦

は
引
分
に
終
わ
り
、
崇
徳
・
小
田
と
大
牟

田
・
茂
木
の
大
将
戦
へ
。
試
合
が
動
い
た

の
は
開
始
１
分
５
秒
、
小
田
が
鮮
や
か
な

背
負
投
を
決
め
て
技
あ
り
を
奪
う
。
追
い

詰
め
ら
れ
た
茂
木
は
果
敢
に
攻
め
る
も
、

ポ
イ
ン
ト
を
取
れ
ず
に
時
間
が
経
過
し
て

い
く
。
そ
し
て
残
り
時
間
25
秒
、
小
田
が

再
び
技
あ
り
を
決
め
て
合
技
一
本
で
試
合

終
了
。崇
徳
が
悲
願
の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
崇
徳
・
加
美
富
章
監
督

「
長
年
監
督
を
や
っ
て
き
て
こ
の
大
会
で

優
勝
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
の
で
、

夢
み
た
い
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

決
勝
は
中
堅
の
川
口
が
力
を
発
揮
し
て
有

効
を
取
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
大
将
の
小
田
は
、
組
み
際

の
強
さ
を
持
っ
て
い
る
選
手
な
の
で
こ
う

い
っ
た
展
開
も
あ
り
え
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
金
鷲
旗
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
優

勝
し
て
３
冠
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

◯
女
子

■
決
勝

比
叡
山（
滋
賀
）　

１
―
０　
富
士
学
苑（
山
梨
）

竹
原
萌
菜　
　

引　

分　
　

朝
田　

杏

森
田
七
海　

◯
一　

本　
　

前
田
桃
空

坂
本
四
葉　
　

引　

分　
　

勝
又
美
涼

　

前
回
大
会
準
優
勝
の
比
叡
山
と
前
回
大

女子団体決勝・中堅戦＝比叡山・森田（右）が大内刈を仕掛ける女子団体決勝・中堅戦＝比叡山・森田（右）が大内刈を仕掛ける

会
３
位
の
富
士
学
苑
の
一
戦
。

　

先
鋒
戦
を
引
分
で
終
え
て
む
か
え
た
中

堅
戦
。
比
叡
山
・
森
田
と
富
士
学
苑
・
前

田
の
対
戦
は
、
試
合
中
盤
に
森
田
が
大
内

刈
で
見
せ
場
を
つ
く
る
も
、
ポ
イ
ン
ト
を

取
る
に
は
い
た
ら
な
い
。
勝
敗
を
分
け
た

の
は
残
り
時
間
10
秒
、
前
田
が
背
負
投
を

打
つ
と
森
田
が
耐
え
、
体
勢
を
崩
し
た
前

田
か
ら
森
田
が
上
四
方
固
の
形
に
持
っ
て

い
き
抑
え
込
む
。
そ
の
ま
ま
前
田
は
返
す

こ
と
が
で
き
ず
、
森
田
が
一
本
勝
ち
。
そ

の
後
の
大
将
戦
は
引
分
に
終
わ
り
、
比
叡

山
が
２
年
ぶ
り
に
王
座
に
返
り
咲
い
た
。

◎
優
勝
＝
比
叡
山
・
米
富
和
郎
監
督

「
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
と
、
や
っ
て
き
た

こ
と
が
報
わ
れ
た
気
持
ち
で
最
高
に
嬉う
れ

し

い
で
す
。
決
勝
は
中
堅
の
森
田
が
最
後
の

最
後
に
勝
負
強
さ
を
見
せ
て
く
れ
た
の
が

大
き
な
勝
因
に
な
り
ま
し
た
。
前
日
の
個

人
戦
の
疲
れ
が
あ
る
中
で
、
出
場
し
た
選

手
全
員
が
各
試
合
で
活
躍
し
て
く
れ
て
、

比
叡
山
ら
し
い
し
ぶ
と
く
執
念
を
持
っ
た

戦
い
が
最
後
ま
で
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
会
の
経
験
を
生
か
し
て
、
金
鷲

旗
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
３
冠
を
目
指
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
」

男子団体決勝・大将戦＝崇徳・小田（上）が技ありを奪う男子団体決勝・大将戦＝崇徳・小田（上）が技ありを奪う
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ニュース　全国高等学校柔道選手権大会

◯
男
子

▽
60
㎏
級

　

決
勝
は
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
覇
者
の

古
賀
龍
之
介
（
福
岡
・
南
筑
）
と
田
代
大

地
（
宮
崎
・
日
章
学
園
）
の
顔
合
わ
せ
。

試
合
は
、
古
賀
が
開
始
１
分
10
秒
に
崩
袈け

裟さ

固
を
決
め
て
一
本
勝
ち
。
圧
巻
の
強
さ

で
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
66
㎏
級

　

決
勝
は
杉
野
良
磨
（
千
葉
・
千
葉
経
済

大
附
）
と
木
原
誠
登
（
神
奈
川
・
東
海
大

相
模
）
の
一
戦
。
Ｇ
Ｓ
ま
で
も
つ
れ
た
試

合
は
杉
野
が
内
股
巻
込
を
決
め
て
技
あ
り

で
決
着
。
初
優
勝
に
輝
い
た
。

▽
73
㎏
級

　

決
勝
は
藤
中
元
気
（
大
阪
・
上
宮
）
と

福
井
大
心
（
兵
庫
・
報
徳
学
園
）
の
対
戦
。

試
合
は
藤
中
が
開
始
１
分
30
秒
に
、
横
四

方
固
で
一
本
勝
ち
。
１
年
生
の
藤
中
が
王

座
に
輝
い
た
。

▽
81
㎏
級

　

吉
田
征
矢
（
愛
知
・
大
成
）
と
河
原
悠

斗
（
福
岡
・
大
牟
田
）
が
決
勝
に
進
出
。

試
合
は
、
吉
田
が
試
合
序
盤
に
有
効
で
先

取
す
る
。
前
に
出
る
河
原
に
対
し
、
吉
田

が
付
け
入
る
隙
を
与
え
ず
試
合
は
終
了
。

吉
田
が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
無
差
別
級

　

決
勝
は
松
林
清
将
（
神
奈
川
・
東
海
大

相
模
）
と
照
喜
名
幸
雅
（
沖
縄
・
沖
縄
尚

学
）
の
一
戦
。
両
者
攻
め
あ
ぐ
ね
ポ
イ
ン

ト
が
動
か
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
。
む
か

え
た
残
り
時
間
10
秒
、
松
林
が
払
巻
込
で

有
効
を
取
る
と
、
そ
の
ま
ま
横
四
方
固
で

抑
え
込
み
一
本
勝
ち
を
収
め
、
初
の
栄
冠

を
手
に
し
た
。

◯
女
子

▽
48
㎏
級

　

決
勝
は
富
田
伊
央
莉
（
広
島
・
広
島
皆

実
）
と
竹
原
萌
菜
（
滋
賀
・
比
叡
山
）
の

昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
決
勝
と
同
じ
顔
合

わ
せ
。
試
合
時
間
残
り
50
秒
、
富
田
が
背

負
投
で
技
あ
り
を
奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
横

四
方
固
で
抑
え
込
ん
で
合
技
一
本
勝
ち
を

収
め
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
続
き
優
勝
を
果

た
し
た
。

▽
52
㎏
級

　

決
勝
は
白
金
里
桜
（
岡
山
・
創
志
学

園
）
と
朝
田
杏
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）
の

一
戦
。
試
合
は
本
戦
で
決
着
つ
か
ず
、
Ｇ

Ｓ
に
突
入
。
Ｇ
Ｓ
４
分
45
秒
、
白
金
が
袖

釣
込
腰
で
技
あ
り
を
決
め
て
試
合
終
了
。

試
合
時
間
計
７
分
45
秒
の
戦
い
を
白
金
が

制
し
た
。

▽
57
㎏
級

　

決
勝
に
は
北
島
侑
紗
（
神
奈
川
・
桐
蔭

学
園
）
と
帯
金
柚
良
（
静
岡
・
藤
枝
順
心
）

が
進
出
。
試
合
は
終
盤
に
北
島
が
内
股
で

男子個人 60㎏級・決勝＝古賀（上）が崩袈裟固で一本勝ち男子個人 60㎏級・決勝＝古賀（上）が崩袈裟固で一本勝ち

女子個人 52㎏級・決勝＝白金（上）が袖釣込腰で技ありを奪取女子個人 52㎏級・決勝＝白金（上）が袖釣込腰で技ありを奪取

◆
個
人
戦
（
27
日
）
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又
美
涼
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）
の
顔
合
わ

せ
。
試
合
は
本
戦
で
両
者
ポ
イ
ン
ト
を
奪

え
ず
Ｇ
Ｓ
に
も
つ
れ
る
。
勝
又
が
積
極
的

に
仕
掛
け
る
の
に
対
し
、
林
が
持
ち
堪こ
た

え

る
展
開
が
続
く
。
む
か
え
た
Ｇ
Ｓ
４
分
26

秒
、
仕
掛
け
て
き
た
勝
又
に
対
し
、
林
が

大
内
返
で
有
効
を
奪
い
、
試
合
終
了
。
林

が
激
闘
を
制
し
、
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

【
大
会
結
果
】

◯
男
子
団
体
＝
①
崇
徳
（
広
島
）
②
大
牟
田
（
福
岡
）
③
大
成
（
愛
知
）、
国
士
舘
（
東
京
）

◯
女
子
団
体
＝
①
比
叡
山
（
滋
賀
）
②
富
士
学
苑
（
山
梨
）
③
福
井
工
大
福
井
（
福
井
）、

　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
栄
（
埼
玉
）

◯
男
子
個
人

▽
60
㎏
級
＝�

①
古
賀
龍
之
介
（
福
岡
・
南
筑
）
②
田
代
大
地
（
宮
崎
・
日
章
学
園
）

　
　
　
　
　

③
寳
神
陽
（
佐
賀
・
佐
賀
商
業
）、
泉
奏
衣
（
千
葉
・
東
海
大
浦
安
）

▽
66
㎏
級
＝�

①
杉
野
良
磨（
千
葉
・
千
葉
経
済
大
附
）②
木
原
誠
登（
神
奈
川
・
東
海
大
相
模
）

　
　
　
　
　

③
柴
崎
皇
輝
（
東
京
・
足
立
学
園
）、
茶
圓
實
人
（
佐
賀
・
佐
賀
商
業
）

▽
73
㎏
級
＝�

①
藤
中
元
気
（
大
阪
・
上
宮
）
②
福
井
大
心
（
兵
庫
・
報
徳
学
園
）

　
　
　
　
　

③
塩
山
晴
生
（
福
岡
・
大
牟
田
）、
饒
平
名
祥
太
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）

▽
81
㎏
級
＝�

①
吉
田
征
矢
（
愛
知
・
大
成
）
②
河
原
悠
斗
（
福
岡
・
大
牟
田
）

　
　
　
　
　

③
梅
津
的
居
（
山
形
・
山
形
工
業
）、
梅
野
幸
軌
（
東
京
・
早
稲
田
実
業
）

▽
無
差
別
級
＝�

①
松
林
清
将
（
神
奈
川
・
東
海
大
相
模
）
②
照
喜
名
幸
雅
（
沖
縄
・
沖
縄
尚
学
）

　
　
　
　
　

③
長
野
慎
大
（
東
京
・
国
士
舘
）、
渡
邉
空
河
（
熊
本
・
東
海
大
熊
本
星
翔
）

◯
女
子
個
人

▽
48
㎏
級
＝�

①
富
田
伊
央
莉
（
広
島
・
広
島
皆
実
）
②
竹
原
萌
菜
（
滋
賀
・
比
叡
山
）

　
　
　
　
　

③
植
田
こ
こ
ろ
（
宮
崎
・
宮
崎
日
大
）、
稲
田
三
彩
（
福
岡
・
大
牟
田
）

▽
52
㎏
級
＝�

①
白
金
里
桜
（
岡
山
・
創
志
学
園
）
②
朝
田
杏
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）

　
　
　
　
　

③
土
肥
愛
海
（
愛
知
・
Ｆ
Ｃ
今
治
）、
大
藪
千
夏
（
京
都
・
立
命
館
宇
治
）

▽
57
㎏
級
＝�

①
北
島
侑
紗
（
神
奈
川
・
桐
蔭
学
園
）
②
帯
金
柚
良
（
静
岡
・
藤
枝
順
心
）

　
　
　
　
　

③
池
内
涼
樺
（
徳
島
・
生
光
学
園
）、
夏
坂
珠
代
（
北
海
道
・
北
海
）

▽
63
㎏
級
＝�
①
小
松
愛
南
（
東
京
・
修
徳
）
②
森
田
七
海
（
滋
賀
・
比
叡
山
）

　
　
　
　
　

③
相
場
さ
つ
き
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）、
松
岡
花
樹
（
佐
賀
・
佐
賀
商
業
）

▽
無
差
別
級
＝�

①
林
桃
（
滋
賀
・
比
叡
山
）
②
勝
又
美
涼
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）

　
　
　
　
　

③
藤
本
春
栞
（
佐
賀
・
佐
賀
商
業
）、
岡
田
花
音
（
福
井
・
福
井
工
大
福
井
）

有
効
を
獲
得
し
て
勝
利
を
収
め
、
初
優
勝

に
輝
い
た
。

▽
63
㎏
級

　

決
勝
は
こ
こ
ま
で
全
て
の
試
合
を
一
本

勝
ち
で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
小
松
愛
南

（
東
京
・
修
徳
）
と
森
田
七
海
（
滋
賀
・

比
叡
山
）
の
一
戦
。
試
合
中
盤
、
小
松
が

足
車
で
有
効
を
先
取
す
る
。
そ
の
後
、
森

田
も
果
敢
に
技
を
仕
掛
け
る
も
、
ポ
イ
ン

ト
を
奪
え
ず
試
合
は
終
了
。
小
松
が
昨
年

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
敗
れ
た
森
田
に
リ
ベ

ン
ジ
を
果
た
し
、初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

▽
無
差
別
級

　

決
勝
は
前
回
大
会
３
位
の
林
桃
（
滋

賀
・
比
叡
山
）
と
前
回
大
会
準
優
勝
の
勝

女子個人無差別級・決勝＝林（下）が大内返で激闘を制する女子個人無差別級・決勝＝林（下）が大内返で激闘を制する

心技体 人を育てる総合誌



942026．5　月刊「武道」

ニュース　少林寺拳法連盟「2026 年度新入社員研修」受け入れ

　

少
林
寺
拳
法
連
盟
は
地
域
企
業
の
新
入
社
員
研
修
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
本
年
度
は

４
月
７
～
16
日
の
期
間
に
３
社
が
連
盟
本
部
（
香
川
県
多
度
津
町
）
で
の
研
修
に
参
加

し
た
。
研
修
会
に
参
加
し
た
新
入
社
員
は
、
声
出
し
や
団
体
行
動
訓
練
、
少
林
寺
拳
法

の
技
法
（
基
本
動
作
、
法
形
）
の
練
習
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　

本
年
度
参
加
し
た
㈱
石
垣
（
７
日
）、
㈱
百
十
四
銀
行
（
８
・
９
日
）、
四
国
旅
客
鉄

道
㈱
（
13
～
16
日
）
の
う
ち
、
本
稿
で
は
８
日
に
行
わ
れ
た
㈱
百
十
四
銀
行
の
研
修
の

様
子
を
紹
介
す
る
。

少
林
寺
拳
法
連
盟
「
２
０
２
６
年
度
新
入
社
員
研
修
」
受
け
入
れ

　

少
林
寺
拳
法
連
盟
で
は
、
少
林
寺
拳
法

　

少
林
寺
拳
法
連
盟
で
は
、
少
林
寺
拳
法

が
掲
げ
る「
人
づ
く
り
」の
精
神
に

が
掲
げ
る「
人
づ
く
り
」の
精
神
に
則則の
っ
と

の
っ
とり

、
り
、

連
盟
が
本
部
を
置
く
香
川
県
内
の
企
業
の

連
盟
が
本
部
を
置
く
香
川
県
内
の
企
業
の

新
入
社
員
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
研

新
入
社
員
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
研

修
会
は
参
加
者
ら
に
社
会
人
と
し
て
必
要

修
会
は
参
加
者
ら
に
社
会
人
と
し
て
必
要

な
主
体
性
や
協
調
性
な
ど
を
身
に
つ
け
て

な
主
体
性
や
協
調
性
な
ど
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
声
出
し
、

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
声
出
し
、

団
体
行
動
（
整
列
、
歩
調
訓
練
）
な
ど
に

団
体
行
動
（
整
列
、
歩
調
訓
練
）
な
ど
に

加
え
、
少
林
寺
拳
法
の
基
本
動
作
や
法

加
え
、
少
林
寺
拳
法
の
基
本
動
作
や
法

形
の
練
習
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ
て
お

形
の
練
習
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ
て
お

り
、
研
修
の
最
後
に
は
団
体
行
動
の
発
表

り
、
研
修
の
最
後
に
は
団
体
行
動
の
発
表

が
行
わ
れ
る
。

が
行
わ
れ
る
。

◇◇

　

午
前
９
時
半
に
㈱
百
十
四
銀
行
の
新
入

　

午
前
９
時
半
に
㈱
百
十
四
銀
行
の
新
入

行
員
行
員
4747
名
が
連
盟
本
部
内
の
錬
成
道
場
に

名
が
連
盟
本
部
内
の
錬
成
道
場
に

到
着
。
研
修
に
先
立
ち
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

到
着
。
研
修
に
先
立
ち
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
志
村
力
少
林
寺
拳
法
連

シ
ョ
ン
と
し
て
、
志
村
力
少
林
寺
拳
法
連

盟
職
員
が
研
修
の
目
的
や
日
程
の
説
明
、

盟
職
員
が
研
修
の
目
的
や
日
程
の
説
明
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
は
す
ぐ
に
研

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
は
す
ぐ
に
研

修
に
移
り
、
中
井
弘
佑
少
林
寺
拳
法
連
盟

修
に
移
り
、
中
井
弘
佑
少
林
寺
拳
法
連
盟

指
導
・
普
及
課
職
員
の
指
揮
の
も
と
基

指
導
・
普
及
課
職
員
の
指
揮
の
も
と
基

本
・
団
体
行
動
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
参
加

本
・
団
体
行
動
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
参
加

者
ら
は
６
、
７
名
の
班
に
分
か
れ
、
は
じ

者
ら
は
６
、
７
名
の
班
に
分
か
れ
、
は
じ

め
に
基
本
の
声
出
し
訓
練
を
兼
ね
て
班
内

め
に
基
本
の
声
出
し
訓
練
を
兼
ね
て
班
内

で
の
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
開
始
直
後
は

で
の
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
開
始
直
後
は

緊
張
と
気
恥
ず
か
し
さ
か
ら
小
さ
な
声
で

緊
張
と
気
恥
ず
か
し
さ
か
ら
小
さ
な
声
で

自
己
紹
介
を
行
っ
て
い
た
が
、
運
営
ス
タ

自
己
紹
介
を
行
っ
て
い
た
が
、
運
営
ス
タ

ッ
フ
の
鼓
舞
の
も
と
練
習
を
繰
り
返
す
こ

ッ
フ
の
鼓
舞
の
も
と
練
習
を
繰
り
返
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
し
っ
か
り
と
し
た

と
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
し
っ
か
り
と
し
た

発
声
で
自
己
紹
介
や
返
事
を
行
え
る
よ
う

発
声
で
自
己
紹
介
や
返
事
を
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

に
な
っ
た
。

　

続
い
て
団
体
行
動
の
整
列
と
歩
調
訓
練

　

続
い
て
団
体
行
動
の
整
列
と
歩
調
訓
練

に
移
っ
た
。
各
班
長
の
号
令
に
従
っ
て
素

に
移
っ
た
。
各
班
長
の
号
令
に
従
っ
て
素

早
く
整
列
を
す
る
訓
練
、
班
全
員
で
掛
け

早
く
整
列
を
す
る
訓
練
、
班
全
員
で
掛
け

声
を
合
わ
せ
て
行
進
す
る
歩
調
訓
練
が
約

声
を
合
わ
せ
て
行
進
す
る
歩
調
訓
練
が
約

4040
分
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
声
出
し

分
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
声
出
し

訓
練
で
緊
張
と
気
恥
ず
か
し
さ
を
克
服
し

訓
練
で
緊
張
と
気
恥
ず
か
し
さ
を
克
服
し

始
め
た
参
加
者
ら
は
、
班
ご
と
に
ハ
キ
ハ

始
め
た
参
加
者
ら
は
、
班
ご
と
に
ハ
キ
ハ

キ
と
し
た
態
度
と
声
で
訓
練
に
取
り
組

キ
と
し
た
態
度
と
声
で
訓
練
に
取
り
組

天地拳第一系の練習をする参加者ら天地拳第一系の練習をする参加者ら

少
林
寺
拳
法
の
修
練
を
取
り
入
れ
た

少
林
寺
拳
法
の
修
練
を
取
り
入
れ
た

新
入
社
員
研
修
を
実
施

新
入
社
員
研
修
を
実
施
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み
、
中
に
は
汗
を

み
、
中
に
は
汗
を
滲滲に
じ
に
じ

ま
せ
る
者
も
見
受
け

ま
せ
る
者
も
見
受
け

ら
れ
た
。

ら
れ
た
。

　

昼
食
を
挟
み
午
後
は
座
学
の
講
義
か
ら

　

昼
食
を
挟
み
午
後
は
座
学
の
講
義
か
ら

始
ま
り
、
谷
聡
士
少
林
寺
拳
法
連
盟
振
興

始
ま
り
、
谷
聡
士
少
林
寺
拳
法
連
盟
振
興

普
及
部
長
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
講

普
及
部
長
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
講

義
が
行
わ
れ
た
。
講
義
の
中
で
谷
部
長
は

義
が
行
わ
れ
た
。
講
義
の
中
で
谷
部
長
は

組
織
で
働
く
上
で
求
め
ら
れ
る
振
る
舞
い

組
織
で
働
く
上
で
求
め
ら
れ
る
振
る
舞
い

や
生
じ
る
義
務
、
社
会
人
と
し
て
あ
る
べ

や
生
じ
る
義
務
、
社
会
人
と
し
て
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
述
べ
た
。

き
姿
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

続
い
て
少
林
寺
拳
法
の
法
形
の
練
習
が

　

続
い
て
少
林
寺
拳
法
の
法
形
の
練
習
が

行
わ
れ
、
志
村
職
員
の
指
導
の
も
と
天
地

行
わ
れ
、
志
村
職
員
の
指
導
の
も
と
天
地

拳
第
一
系
の
動
き
を
学
ん
だ
。
参
加
者
の

拳
第
一
系
の
動
き
を
学
ん
だ
。
参
加
者
の

大
多
数
が
少
林
寺
拳
法
に
触
れ
る
の
は
初

大
多
数
が
少
林
寺
拳
法
に
触
れ
る
の
は
初

め
て
で
あ
っ
た
が
、
動
き
を
覚
え
る
た
め

め
て
で
あ
っ
た
が
、
動
き
を
覚
え
る
た
め

に
、
全
員
が
志
村
職
員
の
動
き
を
真
剣
な

に
、
全
員
が
志
村
職
員
の
動
き
を
真
剣
な

眼眼ま
な
ま
な

差差ざざ

し
で
見
学
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
、

し
で
見
学
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
、

班
内
外
で
参
加
者
同
士
が
動
き
を
教
え
合

班
内
外
で
参
加
者
同
士
が
動
き
を
教
え
合

う
場
面
が
見
受
け
ら
れ
、
協
調
性
が
高
ま

う
場
面
が
見
受
け
ら
れ
、
協
調
性
が
高
ま

っ
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

っ
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

研
修
会
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
団
体
行
動
の

　

研
修
会
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
団
体
行
動
の

発
表
に
向
け
、
班
ご
と
に
１
時
間
の
練
習

発
表
に
向
け
、
班
ご
と
に
１
時
間
の
練
習

時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
班
内
で
積
極
的

時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
班
内
で
積
極
的

に
意
見
交
換
や
互
い
の
動
き
を
確
認
し
合

に
意
見
交
換
や
互
い
の
動
き
を
確
認
し
合

い
、
発
表
に
備
え
た
。
そ
の
後
、
団
体
行

い
、
発
表
に
備
え
た
。
そ
の
後
、
団
体
行

動
発
表
が
始
ま
る
と
各
班
は
訓
練
の
成
果

動
発
表
が
始
ま
る
と
各
班
は
訓
練
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、
発
表
を
終
え
た
参
加

を
十
分
に
発
揮
し
、
発
表
を
終
え
た
参
加

者
ら
は
達
成
感
と

者
ら
は
達
成
感
と
安安あ
ん
あ
ん

堵堵どど

で
相
好
を
崩
し

で
相
好
を
崩
し

た
。
た
。

　

審
査
員
に
は
宗
大
雄

　

審
査
員
に
は
宗
大
雄
S
H
O
R
I
N
J

S
H
O
R
I
N
J

I 
K
E
M
P
O
 U
N
I
T
Y

I 
K
E
M
P
O
 U
N
I
T
Y
専
務
理
事

専
務
理
事

が
臨
席
し
、
全
班
の
発
表
終
了
後
に
「
仕

が
臨
席
し
、
全
班
の
発
表
終
了
後
に
「
仕

事
を
し
て
い
く
上
で
個
人
と
し
て
の
力
は

事
を
し
て
い
く
上
で
個
人
と
し
て
の
力
は

重
要
で
す
が
個
人
主
義
は
必
ず
限
界
が
き

重
要
で
す
が
個
人
主
義
は
必
ず
限
界
が
き

ま
す
。
今
回
学
ん
だ
団
体
で
の
力
を
忘
れ

ま
す
。
今
回
学
ん
だ
団
体
で
の
力
を
忘
れ

ず
に
新
し
い
環
境
で
仲
間
と
と
も
に
頑
張

ず
に
新
し
い
環
境
で
仲
間
と
と
も
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
を
述
べ
、
参
加

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
を
述
べ
、
参
加

者
を
激
励
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
臨
席
し

者
を
激
励
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
臨
席
し

た
井
上
弘
少
林
寺
拳
法
連
盟
理
事
は
「
命

た
井
上
弘
少
林
寺
拳
法
連
盟
理
事
は
「
命

は
時
間
で
あ
る
」
と
前
置
き
し
、「
自
分

は
時
間
で
あ
る
」
と
前
置
き
し
、「
自
分

の
時
間
を
お
客
さ
ま
の
た
め
に
し
っ
か
り

の
時
間
を
お
客
さ
ま
の
た
め
に
し
っ
か
り

使
わ
な
け
れ
ば
、
と
思
え
る
こ
と
が
社
会

使
わ
な
け
れ
ば
、
と
思
え
る
こ
と
が
社
会

人
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
す
」と
述
べ
た
。

人
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
す
」と
述
べ
た
。

　

最
後
に
作
務
と
し
て
全
員
で
会
場
の
清

　

最
後
に
作
務
と
し
て
全
員
で
会
場
の
清

掃
を
行
い
、研
修
の
全
日
程
が
終
了
し
た
。

掃
を
行
い
、研
修
の
全
日
程
が
終
了
し
た
。

時間時間 内容内容

9:309:30 本部到着本部到着

10:0010:00 振興普及部長挨拶振興普及部長挨拶

10:0510:05

〜〜

10:3510:35

オリエンテーションオリエンテーション
・運営スタッフ紹介・運営スタッフ紹介
・少林寺拳法の概要・少林寺拳法の概要
・日程説明・日程説明
・研修会目的と諸注意・研修会目的と諸注意
・班編成（班長決定）・班編成（班長決定）
・発表の手順・発表の手順
・鎮魂行（説明も兼ねる）・鎮魂行（説明も兼ねる）

10:4510:45

〜〜

11:4511:45

基本・団体行動訓練基本・団体行動訓練
・整列訓練・整列訓練
・声出し訓練・声出し訓練
・全体歩調訓練・全体歩調訓練

11:4511:45 昼食昼食

12:4512:45

〜〜

13:1513:15

講義講義
テーマテーマ
「社会人として、どんな人に？」「社会人として、どんな人に？」

13:2013:20

〜〜

14:1014:10

基本・法形練習基本・法形練習
・突、蹴、受方・突、蹴、受方
・天地拳第一形・天地拳第一形

14:2014:20

〜〜

15:2015:20
団体行動訓練　発表練習団体行動訓練　発表練習

15:2015:20

〜〜

15:2515:25
発表、講評発表、講評

15:3015:30

クロージングクロージング
・作務・作務
・座禅・座禅
・受講者代表お礼・受講者代表お礼
・振興普及部長まとめ・振興普及部長まとめ

16:0016:00 本部出発本部出発

表　新入社員研修進行表表　新入社員研修進行表

谷聡士谷聡士
少林寺拳法連盟少林寺拳法連盟
振興普及部長振興普及部長

中井弘佑中井弘佑
少林寺拳法連盟少林寺拳法連盟
指導・普及課職員指導・普及課職員

志村力志村力
少林寺拳法連盟職員少林寺拳法連盟職員

少林寺拳法特有の礼法「合掌礼」を学ぶ参加者少林寺拳法特有の礼法「合掌礼」を学ぶ参加者
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ニュース　少林寺拳法連盟「2026 年度新入社員研修」受け入れ

基
本
・
団
体
行
動
訓
練

基
本
・
団
体
行
動
訓
練

昼
食
昼
食

講
義
講
義

発
表
発
表

中井職員による団体行動訓練の説明中井職員による団体行動訓練の説明志村職員による天地拳第一系の解説志村職員による天地拳第一系の解説

発表に備えて各班で動きの確認を入念に行う発表に備えて各班で動きの確認を入念に行う

谷部長によるスライドショーを用いた講義谷部長によるスライドショーを用いた講義 昼食も班ごとにまとまって食べる昼食も班ごとにまとまって食べる

一班ずつ一日の練習の成果を発表。発表班だけでなく見学も全員が真剣な態度で臨んだ一班ずつ一日の練習の成果を発表。発表班だけでなく見学も全員が真剣な態度で臨んだ
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◉
参
加
者
の
感
想

▼
十
川
裕
斗
さ
ん

「
団
体
行
動
な
ど
の
訓
練
を
通
し
て
積
極

性
や
協
力
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
、
朝
の

参
加
時
点
と
は
別
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気

分
で
す
。
こ
れ
か
ら
仕
事
を
し
て
い
く
中

で
、
自
分
の
行
動
や
考
え
方
が
ま
た
徐
々

に
確
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
今
日
学
ん
だ
挨
拶
は
、
早
速

明
日
か
ら
心
が
け
て
い
き
ま
す
」

▼
林
美
夢
さ
ん

「
学
生
気
分
か
ら
身
も
心
も
切
り
替
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
研
修
の
最

初
の
方
は
、
何
か
行
動
を
起
こ
す
た
び
に

不
安
を
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、
最
後
は

自
信
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
仕
事
を
し
て
い
く
上

で
は
仲
間
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▼
㈱
百
十
四
銀
行

　
人
事
部
人
事
開
発
グ
ル
ー
プ
長

　
佐
野
卓
史
氏

「
午
前
中
の
新
入
社
員
の
後
ろ
姿
は
ど
こ

か
頼
り
な
く
感
じ
て
い
た
の
が
、
午
後
に

は
と
て
も
立
派
に
な
っ
て
い
て
感
動
す
ら

覚
え
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
現
在
働

い
て
い
る
行
員
も
経
験
し
て
お
り
、
新
入

行
員
が
先
輩
行
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

研修の会場となった少林寺拳法連盟本部研修の会場となった少林寺拳法連盟本部
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